
研
究

開
発

単
位

推
進

委
員

取
組

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０

月
１

１
月

１
２

月
１

月
２

月
３

月

武
智

小
寺

坪
井

課
題

研
究

（
中

学
）

1
年

学
び

方
学

習
プ

レ
学

習
「
学

校
を

知
ろ

う
」

プ
レ

学
習

「
操

山
を

知
ろ

う
」

学
級

発
表

会

前
期

学
習

「
岡

山
を

知
ろ

う
」

追
究

活
動

追
究

活
動

追
究

活
動

校
外

調
べ

学
習

目
的

別
自

主
研

修
「
岡

山
を

知
ろ

う
」

学
級

・
学

年
発

表
会

後
期

学
習

「
進

路
に

つ
い

て
考

え
よ

う
」

「
職

業
調

べ
レ

ポ
ー

ト
」

学
級

発
表

会
未

来
航

路
全

体
発

表
会

仲
井

阿
部

2
年

職
場

体
験

学
習

準
備

職
場

体
験

学
習

職
場

体
験

学
習

冊
子

完
成

追
究

学
習

「
日

本
を

知
ろ

う
」

追
究

活
動

追
究

活
動

追
究

活
動

「
日

本
を

知
ろ

う
」
中

間
発

表

京
都

研
修

目
的

別
自

主
研

修
レ

ポ
ー

ト
作

成
レ

ポ
ー

ト
作

成
発

表
準

備
「
日

本
を

知
ろ

う
」

学
級

・
学

年
発

表
会

未
来

航
路

全
体

発
表

会

塩
飽

奥
村

3
年

追
究

学
習

「
世

界
を

知
ろ

う
」

追
究

活
動

追
究

活
動

追
究

活
動

追
究

活
動

追
究

活
動

「
世

界
を

知
ろ

う
」

中
間

発
表

東
京

研
修

目
的

別
自

主
研

修
卒

業
研

究
論

文
執

筆
卒

業
研

究
論

文
完

成
発

表
準

備
「
世

界
を

知
ろ

う
」

学
級

・
学

年
発

表
会

未
来

航
路

全
体

発
表

会

時
岡

佐
藤

武
田

課
題

研
究

（
高

校
）

1
年

課
題

研
究

基
礎

(基
本

的
学

習
方

法
の

理
解

，
グ

ロ
ー

バ
ル

講
演

会
①

)

課
題

研
究

基
礎

（
G

P
S
-
ac

ad
e
m

ic
，

職
業

ア
ン

ケ
ー

ト
，

グ
ロ

ー
バ

ル
講

演
会

②
）

課
題

研
究

基
礎

（
グ

ロ
ー

バ
ル

講
演

会
③

，
グ

ロ
ー

バ
ル

会
社

の
起

業
）

課
題

研
究

基
礎

（
グ

ロ
ー

バ
ル

会
社

の
企

業
，

G
P

S
-

ac
ad

e
m

ic
）

課
題

研
究

基
礎

（
卒

業
生

と
語

る
会

）

課
題

研
究

基
礎

（
グ

ロ
ー

バ
ル

講
演

会
④

）

課
題

研
究

基
礎

（
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
）

課
題

研
究

基
礎

（
デ

ィ
ベ

ー
ト

）
課

題
研

究
基

礎
（
デ

ィ
ベ

ー
ト

）

課
題

研
究

基
礎

（
課

題
研

究
導

入
，

グ
ロ

ー
バ

ル
講

演
会

⑤
，

課
題

研
究

全
体

発
表

会
）

課
題

研
究

基
礎

（
課

題
研

究
導

入
⑤

）

課
題

研
究

基
礎

（
課

題
研

究
導

入
，

ま
と

め
，

グ
ロ

ー
バ

ル
講

演
会

⑥
）

貝
原

村
木

加
藤

2
年

課
題

研
究

（
課

題
の

発
見

）
課

題
研

究
（
課

題
の

理
解

，
焦

点
化

）

課
題

研
究

（
テ

ー
マ

の
決

定
，

探
究

活
動

）
異

文
化

理
解

課
題

研
究

（
探

究
活

動
）

課
題

研
究

（
探

究
活

動
）

課
題

研
究

（
探

究
活

動
）

課
題

研
究

（
中

間
発

表
）

課
題

研
究

（
発

表
準

備
）

課
題

研
究

（
系

統
別

発
表

会
）
G

P
S
-
A

c
ad

e
m

ic
課

題
研

究
（
全

体
発

表
会

）
課

題
研

究
（
志

望
理

由
書

）
課

題
研

究
（
ま

と
め

，
グ

ロ
ー

バ
ル

講
演

会
⑥

）

加
門

今
井

3
年

課
題

研
究

（
振

り
返

り
）

課
題

研
究

（
中

間
発

表
）

課
題

研
究

（
探

求
活

動
）

課
題

研
究

（
成

果
発

表
）

課
題

研
究

（
振

り
返

り
）

課
題

研
究

（
新

た
な

課
題

の
発

見
）

課
題

研
究

（
新

た
な

課
題

の
発

見
）

課
題

研
究

（
新

た
な

課
題

の
発

見
）

課
題

研
究

（
学

び
の

計
画

書
）

課
題

研
究

（
学

び
の

計
画

書
）

課
題

研
究

（
学

び
の

計
画

書
）

柴
田

時
岡

講
演

会
グ

ロ
ー

バ
ル

講
演

会
①

（
1
年

）
グ

ロ
ー

バ
ル

講
演

会
②

（
1
年

）
グ

ロ
ー

バ
ル

講
演

会
③

（
1
年

）
卒

業
生

と
語

る
会

グ
ロ

ー
バ

ル
講

演
会

④
（
１

年
）

グ
ロ

ー
バ

ル
講

演
会

⑤
（
１

年
）

グ
ロ

ー
バ

ル
講

演
会

⑥
（
１

，
２

年
）

赤
木

矢
吹

課
題

研
究

中
学

新
入

生
対

象
国

際
塾

入
塾

説
明

会
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
チ

ー
ム

説
明

会
デ

ィ
ベ

ー
ト

論
題

発
表

(募
集

開
始

）
活

動
ス

タ
ー

ト

理
系

コ
ン

テ
ス

ト
参

加
者

募
集

開
始

ス
ピ

ー
チ

コ
ン

テ
ス

ト
校

内
選

考
会

ア
ル

デ
ィ

ー
ノ

勉
強

会

デ
ィ

ベ
ー

ト
予

選
学

習
支

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
う

ち
わ

作
成

・
寄

付
夏

祭
り

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ア
ル

デ
ィ

ー
ノ

勉
強

会

Ｓ
Ｏ

Ｚ
Ａ

Ｎ
わ

く
わ

く
フ

リ
ー

塾
開

催
デ

ィ
ベ

ー
ト

全
国

大
会

学
習

支
援

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ア
ル

デ
ィ

ー
ノ

勉
強

会

ス
ピ

ー
チ

コ
ン

テ
ス

ト
理

系
コ

ン
テ

ス
ト

ス
ピ

ー
チ

コ
ン

テ
ス

ト
弁

論
大

会
参

加
全

校
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア

ス
ピ

ー
チ

コ
ン

テ
ス

ト
ｻ

ｲ
ｴ
ﾝ
ｽ

ﾃ
ｬ
ﾚ
ﾝ
ｼ
ﾞ

防
災

キ
ャ

ン
プ

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

中
３

生
の

高
校

国
際

塾
参

加

街
頭

募
金

活
動

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

チ
ー

ム
活

動
報

告
会

磯
本

平
松

時
岡

安
藤

ﾃ
ﾞｲ

ﾋ
ﾞｯ

ﾄﾞ

課
題

研
究

高
校

課
題

研
究

準
備

海
外

研
修

報
告

会
課

題
研

究
準

備

課
題

研
究

テ
ー

マ
決

定
修

学
旅

行
で

の
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
課

題
研

究
準

備
グ

ロ
ー

バ
ル

キ
ャ

ン
プ

＠
関

西
学

院
大

学

松
柏

祭
に

て
課

題
研

究
中

間
報

告
S
H

C
S
歓

迎
会

課
題

研
究

準
備

課
題

研
究

準
備

課
題

研
究

中
間

発
表

S
G

H
全

国
高

校
生

フ
ォ

ー
ラ

ム

未
来

航
路

課
題

研
究

発
表

会
（
東

京
学

芸
大

附
属

，
西

大
和

学
園

と
の

交
流

）

岡
山

城
東

高
校

で
の

発
表

海
外

研
修

（
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

）
で

の
プ

レ
ゼ

ン
・

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

Ｓ
Ｇ

Ｈ
甲

子
園

グ
ロ

ー
バ

ル
ス

キ
ル

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

グ
ロ

ー
バ

ル
企

画

月
1
-
２

回
（
金

）
放

課
後

デ
イ

ビ
ッ

ド
の

レ
ッ

ス
ン

・
研

究
指

導

月
1
-
２

回
（
金

）
放

課
後

デ
イ

ビ
ッ

ド
の

レ
ッ

ス
ン

・
研

究
指

導

月
1
-
2
回

（
金

）
放

課
後

デ
イ

ビ
ッ

ド
の

レ
ッ

ス
ン

・
研

究
指

導

月
1
-
2
回

（
金

）
放

課
後

デ
イ

ビ
ッ

ド
の

レ
ッ

ス
ン

・
研

究
指

導

岡
山

県
高

教
研

英
語

部
会

デ
ィ

ベ
ー

ト
大

会
・
ス

ピ
ー

チ
エ

ッ
セ

イ

コ
ン

テ
ス

ト
・
デ

ィ
ベ

ー
ト

大
会

月
1
-
２

回
（
金

）
放

課
後

デ
イ

ビ
ッ

ド
の

レ
ッ

ス
ン

・
研

究
指

導

月
1
-
2
回

（
金

）
放

課
後

デ
イ

ビ
ッ

ド
の

レ
ッ

ス
ン

・
研

究
指

導

月
1
-
2
回

（
金

）
放

課
後

デ
イ

ビ
ッ

ド
の

レ
ッ

ス
ン

・
研

究
指

導

月
1
-
2
回

（
金

）
放

課
後

デ
イ

ビ
ッ

ド
の

レ
ッ

ス
ン

・
研

究
指

導

月
1
-
2
回

（
金

）
放

課
後

デ
イ

ビ
ッ

ド
の

レ
ッ

ス
ン

・
研

究
指

導

月
1
-
2
回

（
金

）
放

課
後

デ
イ

ビ
ッ

ド
の

レ
ッ

ス
ン

・
研

究
指

導

月
1
-
2
回

（
金

）
放

課
後

デ
イ

ビ
ッ

ド
の

レ
ッ

ス
ン

・
研

究
指

導

海
外

と
の

交
流

・
　

研
修

（
中

）
中

学

海
外

研
修

事
後

集
会

海
外

研
修

業
者

選
定

海
外

研
修

業
者

決
定

海
外

研
修

フ
ラ

イ
ヤ

ー
配

布
海

外
研

修
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
配

布
海

外
研

修
募

集
（
説

明
会

）
留

学
報

告
会

海
外

研
修

参
加

者
説

明
会

海
外

研
修

渡
航

手
続

き
海

外
研

修
現

地
校

で
の

プ
レ

ゼ
ン

タ
イ

ト
ル

決
め

海
外

研
修

事
前

説
明

会
海

外
研

修
留

学
生

交
流

会 海
外

研
修

ス
カ

イ
プ

交
流

海
外

研
修

事
前

英
語

研
修 海

外
研

修
（
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

で
の

プ
レ

ゼ
ン

）

デ
イ

ビ
ッ

ド
・
杉

山

海
外

と
の

交
流

・
　

研
修

（
高

)
高

校

海
外

研
修

報
告

会
受

け
入

れ
家

庭
募

集
説

明
会

　
（
保

護
者

対
象

）

S
H

C
(豪

)来
高

　
（
9
月

2
4

日
ー

９
月

3
0
日

)
9
月

2
4
日

交
流

会
9
月

2
5
日

歓
迎

会

短
期

海
外

研
修

第
1
回

参
加

者
・
保

護
者

説
明

会

短
期

海
外

研
修

第
２

回
参

加
者

・
保

護
者

説
明

会
研

修
実

施

矢
吹

柴
田

山
本

浩
英

語
力

向
上

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

S
A

C
L
A

 H
3
1
年

度
版

の
作

成
�
�
�
��
�
�
�
�
�
	

�

�
�
�
�

S
h
e
e
tの

改
訂

授
業

実
践

G
T
E
C

実
施

：
高

３
公

開
授

業
授

業
実

践
授

業
実

践
G

T
E
C

分
析

報
告

会
実

施 授
業

実
践

授
業

実
践

公
開

授
業

G
T
E
C

 実
施

：
中

３
高

１
高

２
授

業
実

践
G

T
E
C

分
析

報
告

会
実

施 校
内

研
修

会

次
年

度
に

向
け

て
の

課
題

教
育

研
究

会
実

施
日

、
内

容
等

の
決

定
中

高
合

同
研

究
会

各
教

科
：
G

C
L
を

活
用

し
た

授
業

実
践

と
検

証
法

の
開

発
教

育
研

究
会

の
案

内
発

送 グ
ロ

ー
バ

ル
通

信
発

行

各
教

科
：
G

C
L
を

活
用

し
た

授
業

実
践

と
検

証
法

の
開

発 グ
ロ

ー
バ

ル
通

信
発

行

各
教

科
：
G

C
L
を

活
用

し
た

授
業

実
践

と
検

証
法

の
開

発
グ

ロ
ー

バ
ル

通
信

発
行

教
育

研
究

会
の

開
催

各
教

科
：
G

C
L
を

活
用

し
た

授
業

実
践

と
検

証
法

の
開

発
グ

ロ
ー

バ
ル

通
信

発
行

各
教

科
：
G

C
L
を

活
用

し
た

授
業

実
践

と
検

証
法

の
開

発
教

育
研

究
会

（
英

語
）

グ
ロ

ー
バ

ル
通

信
発

行

令
和

元
年

度
　

ス
ー

パ
ー

グ
ロ

ー
バ

ル
ハ

イ
ス

ク
ー

ル
全

体
計

画

Ⅰ
未

来
航

路

Ⅱ
S
O

Z
A

N
国

際
塾

(海
外

研
修

)

Ⅲ


�
�
�
�
�

�
�
�
�
��
�



��
�
�
�

�
�
�
�
�
�

L
is

t（
G

C
L
）
に

よ
る

授
業

改
善

セ
ク

シ
ョ

ン
会

議
：
全

体
テ

ー
マ

の
決

定


��
�
�
��
�
�
�
�
�
�
��
	

（
G

C
L
）
の

修
正

，
研

究
の

方
向

性
の

共
有

G
C

L
を

活
用

し
た

授
業

実
践

各
教

科
：
G

C
L
を

活
用

し
た

授
業

実
践

と
検

証
法

の
開

発
研

究
計

画
書

提
出

グ
ロ

ー
バ

ル
通

信
発

行
ア

ド
バ

イ
ザ

リ
ー

ス
タ

ッ
フ

の
依

頼

各
教

科
：
G

C
L
を

活
用

し
た

授
業

実
践

と
検

証
法

の
開

発
グ

ロ
ー

バ
ル

通
信

発
行

研
究

成
果

の
ま

と
め

（
操

山
論

叢
原

稿
の

作
成

）

各
教

科
：
資

質
向

上
の

検
証

グ
ロ

ー
バ

ル
通

信
発

行

研
究
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の
総
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叢
発
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：
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活
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し
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授
業

実
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と
検

証
法

の
開

発
グ

ロ
ー

バ
ル

通
信

発
行

Ⅳ　関係資料
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1 2 3 4 3+4

1 日本の歴史や伝統文化について理解している。 0% 17% 67% 15% 83% 3.0

2
世界の多様な文化や価値観・世界観について理

解している。
0% 25% 58% 17% 75% 2.9

3
様々な課題や物事を全地球的な視野で考えるこ

とができる。
3% 30% 57% 11% 68% 2.7

4
世界における日本の立場や役割を理解してい

る。
3% 31% 52% 14% 67% 2.7

5
各教科で習得した知識や技能を課題解決にいか

すことができる。
2% 19% 60% 18% 79% 2.9 2.8

6
現状を分析し、グローバルな視点で課題を発見

することができる。
2% 29% 54% 15% 69% 2.7

7
課題を解決するための知識や技能を有してい

る。
3% 37% 49% 11% 61% 2.6

8
問題把握や課題解決に必要な情報を収集するこ

とができる。
1% 12% 61% 26% 87% 3.2

9
論理的に課題の解決策を考え、評価・検証を行

うことができる。
2% 24% 58% 16% 74% 2.8

10
他者と協働し、創造的に課題を解決することが

できる。
2% 15% 56% 27% 84% 3.1 2.9

11
自分やグループの意見を論理的に説明すること

ができる。
3% 22% 51% 24% 75% 2.9

12
多様な人の考えや価値観を理解することができ

る。
0% 6% 50% 43% 93% 3.4

13
ICTを用いて、意見等を収集したり発信するこ

とができる。
6% 31% 43% 20% 63% 2.8

14
英語でコミュニケーションをとることができ

る。
11% 44% 32% 13% 45% 2.4

15
英語でプレゼンテーションやディスカッション

をすることができる。
15% 45% 29% 11% 40% 2.3 2.8

16
課題解決に向けて明確なビジョンを示すことが

できる。
1% 30% 53% 15% 68% 2.8

17 メンバーとビジョンを共有することができる。 2% 15% 58% 25% 83% 3.2

18
課題解決に向けて協働して取り組むよう働きか

けることができる。
2% 20% 53% 25% 78% 3.1

19
メンバーの資質・能力や適性をいかすように働

きかけることができる。
3% 22% 52% 22% 74% 3.0

20
世界の課題解決に向けて、主体的に取り組むこ

とができる。
3% 29% 52% 16% 68% 3.0 3.0

21
社会貢献や国際貢献の重要性について理解して

いる。
2% 13% 57% 28% 85% 3.2

22
現代社会の諸問題を自らの課題として捉え、解

決に向けて取り組むことができる。
3% 20% 61% 17% 78% 2.9

23
岡山・日本・世界の課題を解決しようという意

欲がある。
6% 19% 49% 27% 76% 3.2

24
人類が目指す平和で民主的な社会について理解

している。
3% 23% 58% 16% 73% 3.0 3.1

幅

広

く

深

い

教

養

課

題

解

決

能

力

コ
ミ
°

ニ
ケ
±

シ
²

ン

能
力

リ
ー

ダ
ー

シ

ッ
プ

社

会

貢

献

の

意

識

R1  1年   5つの資質･能力に関するアンケート（SGHアンケート）

選択肢 ： 1.まったくあてはまらない／2.あまりあてはまらない／3.ある程度あてはまる／4.あてはまる

設問
番号

設問内容
回答人数割合

平均
資質
・能力
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1 2 3 4 3+4

1 日本の歴史や伝統文化について理解している。 0% 17% 67% 15% 83% 3.0

2
世界の多様な文化や価値観・世界観について理

解している。
0% 25% 58% 17% 75% 2.9

3
様々な課題や物事を全地球的な視野で考えるこ

とができる。
3% 30% 57% 11% 68% 2.8

4
世界における日本の立場や役割を理解してい

る。
3% 31% 52% 14% 67% 2.8

5
各教科で習得した知識や技能を課題解決にいか

すことができる。
2% 19% 60% 18% 79% 2.9 2.9

6
現状を分析し、グローバルな視点で課題を発見

することができる。
2% 29% 54% 15% 69% 2.8

7
課題を解決するための知識や技能を有してい

る。
3% 37% 49% 11% 61% 2.7

8
問題把握や課題解決に必要な情報を収集するこ

とができる。
1% 12% 61% 26% 87% 3.1

9
論理的に課題の解決策を考え、評価・検証を行

うことができる。
2% 24% 58% 16% 74% 2.9

10
他者と協働し、創造的に課題を解決することが

できる。
2% 15% 56% 27% 84% 3.1 2.9

11
自分やグループの意見を論理的に説明すること

ができる。
3% 22% 51% 24% 75% 3.0

12
多様な人の考えや価値観を理解することができ

る。
0% 6% 50% 43% 93% 3.4

13
ICTを用いて、意見等を収集したり発信するこ

とができる。
6% 31% 43% 20% 63% 2.8

14
英語でコミュニケーションをとることができ

る。
11% 44% 32% 13% 45% 2.5

15
英語でプレゼンテーションやディスカッション

をすることができる。
15% 45% 29% 11% 40% 2.4 2.8

16
課題解決に向けて明確なビジョンを示すことが

できる。
1% 30% 53% 15% 68% 2.8

17 メンバーとビジョンを共有することができる。 2% 15% 58% 25% 83% 3.1

18
課題解決に向けて協働して取り組むよう働きか

けることができる。
2% 20% 53% 25% 78% 3.0

19
メンバーの資質・能力や適性をいかすように働

きかけることができる。
3% 22% 52% 22% 74% 2.9

20
世界の課題解決に向けて、主体的に取り組むこ

とができる。
3% 29% 52% 16% 68% 2.8 2.9

21
社会貢献や国際貢献の重要性について理解して

いる。
2% 13% 57% 28% 85% 3.1

22
現代社会の諸問題を自らの課題として捉え、解

決に向けて取り組むことができる。
3% 20% 61% 17% 78% 2.9

23
岡山・日本・世界の課題を解決しようという意

欲がある。
6% 19% 49% 27% 76% 3.0

24
人類が目指す平和で民主的な社会について理解

している。
3% 23% 58% 16% 73% 2.9 3.0

リ
ー

ダ
ー

シ

ッ
プ

社

会

貢

献

の

意

識

R1  2年   5つの資質･能力に関するアンケート（SGHアンケート）

選択肢 ： 1.まったくあてはまらない／2.あまりあてはまらない／3.ある程度あてはまる／4.あてはまる

幅

広

く

深

い

教

養

課

題

解

決

能

力

コ
ミ
·

ニ
ケ
¸

シ
¹

ン

能
力

設問
番号

設問内容
回答人数割合

平均
資質
・能力
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1 2 3 4 3+4

1 日本の歴史や伝統文化について理解している。 0% 17% 64% 19% 83% 3.0

2
世界の多様な文化や価値観・世界観について理

解している。
0% 22% 53% 25% 78% 3.0

3
様々な課題や物事を全地球的な視野で考えるこ

とができる。
6% 17% 50% 28% 78% 3.0

4
世界における日本の立場や役割を理解してい

る。
0% 31% 50% 19% 69% 2.9

5
各教科で習得した知識や技能を課題解決にいか

すことができる。
6% 14% 61% 19% 81% 2.9 3.0

6
現状を分析し、グローバルな視点で課題を発見

することができる。
0% 22% 42% 36% 78% 3.1

7
課題を解決するための知識や技能を有してい

る。
0% 25% 67% 8% 75% 2.8

8
問題把握や課題解決に必要な情報を収集するこ

とができる。
0% 6% 50% 44% 94% 3.4

9
論理的に課題の解決策を考え、評価・検証を行

うことができる。
0% 6% 69% 25% 94% 3.2

10
他者と協働し、創造的に課題を解決することが

できる。
6% 17% 33% 44% 78% 3.2 3.1

11
自分やグループの意見を論理的に説明すること

ができる。
0% 17% 42% 42% 83% 3.3

12
多様な人の考えや価値観を理解することができ

る。
0% 6% 31% 64% 94% 3.6

13
ICTを用いて、意見等を収集したり発信するこ

とができる。
0% 14% 58% 28% 86% 3.1

14
英語でコミュニケーションをとることができ

る。
3% 33% 39% 25% 64% 2.9

15
英語でプレゼンテーションやディスカッション

をすることができる。
11% 31% 36% 22% 58% 2.7 3.1

16
課題解決に向けて明確なビジョンを示すことが

できる。
0% 25% 50% 25% 75% 3.0

17 メンバーとビジョンを共有することができる。 3% 17% 39% 42% 81% 3.2

18
課題解決に向けて協働して取り組むよう働きか

けることができる。
6% 19% 36% 39% 75% 3.1

19
メンバーの資質・能力や適性をいかすように働

きかけることができる。
3% 17% 56% 25% 81% 3.0

20
世界の課題解決に向けて、主体的に取り組むこ

とができる。
3% 19% 44% 33% 78% 3.1 3.1

21
社会貢献や国際貢献の重要性について理解して

いる。
3% 3% 47% 47% 94% 3.4

22
現代社会の諸問題を自らの課題として捉え、解

決に向けて取り組むことができる。
3% 8% 56% 33% 89% 3.2

23
岡山・日本・世界の課題を解決しようという意

欲がある。
3% 8% 36% 53% 89% 3.4

24
人類が目指す平和で民主的な社会について理解

している。
3% 17% 56% 25% 81% 3.0 3.3

幅

広

く

深

い

教

養

課

題

解

決

能

力

コ
ミ
°

ニ
ケ
±

シ
²

ン

能
力

リ
ー

ダ
ー

シ

ッ
プ

社

会

貢

献

の

意

識

R1  SOZAN国際塾   5つの資質･能力に関するアンケート（SGHアンケート）

設問
番号

設問内容
回答人数割合

平均 資質・能力

選択肢 ： 1.まったくあてはまらない／2.あまりあてはまらない／3.ある程度あてはまる／4.あてはまる

－69－



1 日本の歴史や伝統文化について理解している。 2.8 2.8 2.9 3.0

2
世界の多様な文化や価値観・世界観について理

解している。
2.7 2.6 2.8 2.9

3
様々な課題や物事を全地球的な視野で考えるこ

とができる。
2.5 2.4 2.5 2.7

4
世界における日本の立場や役割を理解してい

る。
2.7 2.6 2.7 2.7

5
各教科で習得した知識や技能を課題解決にいか

すことができる。
2.7 2.6 2.8 2.9

6
現状を分析し、グローバルな視点で課題を発見

することができる。
2.5 2.5 2.6 2.7

7
課題を解決するための知識や技能を有してい

る。
2.6 2.5 2.6 2.6

8
問題把握や課題解決に必要な情報を収集するこ

とができる。
2.8 2.9 3.0 3.2

9
論理的に課題の解決策を考え、評価・検証を行

うことができる。
2.6 2.6 2.7 2.8

10
他者と協働し、創造的に課題を解決することが

できる。
2.9 2.8 3.0 3.1

11
自分やグループの意見を論理的に説明すること

ができる。
2.6 2.6 2.8 2.9

12
多様な人の考えや価値観を理解することができ

る。
3.0 3.0 3.2 3.4

13
ICTを用いて、意見等を収集したり発信するこ

とができる。
2.5 2.5 2.6 2.8

14
英語でコミュニケーションをとることができ

る。
2.3 2.3 2.5 2.4

15
英語でプレゼンテーションやディスカッション

をすることができる。
2.1 2.0 2.1 2.3

16
課題解決に向けて明確なビジョンを示すことが

できる。
2.6 2.6 2.7 2.8

17 メンバーとビジョンを共有することができる。 2.7 2.8 2.9 3.2

18
課題解決に向けて協働して取り組むよう働きか

けることができる。
2.7 2.8 2.9 3.1

19
メンバーの資質・能力や適性をいかすように働

きかけることができる。
2.7 2.6 2.7 3.0

20
世界の課題解決に向けて、主体的に取り組むこ

とができる。
2.6 2.6 2.7 3.0

21
社会貢献や国際貢献の重要性について理解して

いる。
2.9 2.9 3.0 3.2

22
現代社会の諸問題を自らの課題として捉え、解

決に向けて取り組むことができる。
2.6 2.6 2.7 2.9

23
岡山・日本・世界の課題を解決しようという意

欲がある。
2.7 2.7 2.8 3.2

24
人類が目指す平和で民主的な社会について理解

している。
2.7 2.6 2.7 3.0

2.7

2.62.7

2.7

2.5

2.7

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
能
力

リ
ー

ダ
ー

シ

ッ
プ

社
会
貢
献
の
意
識

5つの資質･能力に関するアンケート（SGHアンケート）

1年：H28からR1までの平均値の推移

設問
番号

設問内容
資質・
能力

H28 H29 H30 R1 H28

幅
広
く
深
い
教
養

課
題
解
決
能
力

2.7

H29 H30 R1

3.12.82.7

2.7 2.8 3.0

2.82.62.5

2.92.82.7

2.8

－70－



1 日本の歴史や伝統文化について理解している。 2.8 2.9 2.9 3.0

2
世界の多様な文化や価値観・世界観について理

解している。
2.7 2.8 2.7 2.9

3
様々な課題や物事を全地球的な視野で考えるこ

とができる。
2.5 2.7 2.5 2.8

4
世界における日本の立場や役割を理解してい

る。
2.7 2.8 2.7 2.8

5
各教科で習得した知識や技能を課題解決にいか

すことができる。
2.7 2.8 2.7 2.9

6
現状を分析し、グローバルな視点で課題を発見

することができる。
2.5 2.6 2.5 2.8

7
課題を解決するための知識や技能を有してい

る。
2.6 2.7 2.6 2.7

8
問題把握や課題解決に必要な情報を収集するこ

とができる。
3.0 3.0 2.9 3.1

9
論理的に課題の解決策を考え、評価・検証を行

うことができる。
2.7 2.8 2.7 2.9

10
他者と協働し、創造的に課題を解決することが

できる。
2.9 3.0 2.8 3.1

11
自分やグループの意見を論理的に説明すること

ができる。
2.9 2.9 2.7 3.0

12
多様な人の考えや価値観を理解することができ

る。
3.1 3.2 3.0 3.4

13
ICTを用いて、意見等を収集したり発信するこ

とができる。
2.6 2.7 2.6 2.8

14
英語でコミュニケーションをとることができ

る。
2.3 2.4 2.4 2.5

15
英語でプレゼンテーションやディスカッション

をすることができる。
2.0 2.3 2.1 2.4

16
課題解決に向けて明確なビジョンを示すことが

できる。
2.7 2.7 2.7 2.8

17 メンバーとビジョンを共有することができる。 2.8 2.9 2.8 3.1

18
課題解決に向けて協働して取り組むよう働きか

けることができる。
2.8 2.9 2.8 3.0

19
メンバーの資質・能力や適性をいかすように働

きかけることができる。
2.7 2.8 2.7 2.9

20
世界の課題解決に向けて、主体的に取り組むこ

とができる。
2.5 2.7 2.5 2.8

21
社会貢献や国際貢献の重要性について理解して

いる。
2.9 3.0 2.9 3.1

22
現代社会の諸問題を自らの課題として捉え、解

決に向けて取り組むことができる。
2.6 2.7 2.7 2.9

23
岡山・日本・世界の課題を解決しようという意

欲がある。
2.6 2.7 2.6 3.0

24
人類が目指す平和で民主的な社会について理解

している。
2.8 2.9 2.7 2.9

5つの資質･能力に関するアンケート（SGHアンケート）

2年：H28からR1までの平均値の推移

設問
番号

設問内容 H28 H29 H30 R1 R1
資質・
能力

H28 H29 H30

社
会
貢
献
の
意
識

リ
ー

ダ
ー

シ

ッ
プ

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
能
力

課
題
解
決
能
力

幅
広
く
深
い
教
養

3.02.72.82.7

2.7 2.8 2.7 2.9

2.9

2.82.62.7

2.7

2.6

2.92.72.82.7

2.8 2.7

－71－



1 日本の歴史や伝統文化について理解している。 2.7 2.9 2.9 3.0

2
世界の多様な文化や価値観・世界観について理

解している。
2.7 3.1 2.8 3.0

3
様々な課題や物事を全地球的な視野で考えるこ

とができる。
2.7 2.9 2.5 3.0

4
世界における日本の立場や役割を理解してい

る。
2.6 2.8 2.7 2.9

5
各教科で習得した知識や技能を課題解決にいか

すことができる。
2.9 2.8 2.8 2.9

6
現状を分析し、グローバルな視点で課題を発見

することができる。
2.9 3.0 2.7 3.1

7
課題を解決するための知識や技能を有してい

る。
2.7 2.7 2.6 2.8

8
問題把握や課題解決に必要な情報を収集するこ

とができる。
3.0 3.2 3.2 3.4

9
論理的に課題の解決策を考え、評価・検証を行

うことができる。
2.9 2.9 2.7 3.2

10
他者と協働し、創造的に課題を解決することが

できる。
3.0 3.2 3.2 3.2

11
自分やグループの意見を論理的に説明すること

ができる。
2.9 3.1 3.0 3.3

12
多様な人の考えや価値観を理解することができ

る。
3.1 3.4 3.3 3.6

13
ICTを用いて、意見等を収集したり発信するこ

とができる。
2.5 2.8 2.9 3.1

14
英語でコミュニケーションをとることができ

る。
2.7 2.9 2.7 2.9

15
英語でプレゼンテーションやディスカッション

をすることができる。
2.6 2.9 2.5 2.7

16
課題解決に向けて明確なビジョンを示すことが

できる。
2.7 2.8 2.9 3.0

17 メンバーとビジョンを共有することができる。 2.9 3.0 2.9 3.2

18
課題解決に向けて協働して取り組むよう働きか

けることができる。
3.0 3.0 3.0 3.1

19
メンバーの資質・能力や適性をいかすように働

きかけることができる。
2.9 2.9 2.9 3.0

20
世界の課題解決に向けて、主体的に取り組むこ

とができる。
2.8 3.1 2.9 3.1

21
社会貢献や国際貢献の重要性について理解して

いる。
3.0 3.4 3.3 3.4

22
現代社会の諸問題を自らの課題として捉え、解

決に向けて取り組むことができる。
2.5 3.0 2.8 3.2

23
岡山・日本・世界の課題を解決しようという意

欲がある。
3.0 3.1 3.0 3.4

24
人類が目指す平和で民主的な社会について理解

している。
2.4 2.9 2.5 3.0

5つの資質･能力に関するアンケート（SGHアンケート）

SOZAN国際塾：H28からR1までの平均値の推移

設問
番号

設問内容 H28 H29 H30 R1 R1
資質・
能力

H28 H29 H30

社
会
貢
献
の
意
識

リ
ー

ダ
ー

シ

ッ
プ

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
能
力

課
題
解
決
能
力

幅
広
く
深
い
教
養

2.7 2.9 2.7 3.0

3.12.93.0

3.32.93.12.7

2.9

2.8 3.0 2.9 3.1

2.9 3.0 2.9 3.1
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R1　1年生　５月実施（全国集計，SGH校集計は1年生だけのもの）
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GPS-Academic（Benesse）

　GPS-Academic：社会で必要な思考力を3つの思考力（「批判的思考力」・「創造的思考力」・

「協働的思考力」）に分けでルーブリックによってS・A・B・C・Dの５段階で評価。

表１

批判的思考力
総合 情報を抽出し吟味する 論理的に組み立てて表現する

表２

創造的思考力
総合 情報を関連づける・類推する 問題をみいだし解決策を生み出す

表３

協働的思考力
総合 他者との共通点・違いを理解する 社会と参画し人と関わりあう
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R1　2年生　12月実施（全国集計，SGH校集計は2年生だけのもの）

本校 全国集計 SGH校集計 本校 全国集計 SGH校集計 本校 全国集計 SGH校集計
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GPS-Academic（Benesse）

　GPS-Academic：社会で必要な思考力を3つの思考力（「批判的思考力」・「創造的思考力」・

「協働的思考力」）に分けでルーブリックによってS・A・B・C・Dの５段階で評価。

表１

批判的思考力
総合 情報を抽出し吟味する 論理的に組み立てて表現する

表２

創造的思考力
総合 情報を関連づける・類推する 問題をみいだし解決策を生み出す

表３

協働的思考力
総合 他者との共通点・違いを理解する 社会と参画し人と関わりあう
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1年生　H28からR1までの各思考力（総合）推移
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表２
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表３
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GPS-Academic（Benesse）

批判的思考力

創造的思考力

協働的思考力

表１

GPS-Academic：社会で必要な思考力を3つの思考力（「批判的思考力」・「創造

的思考力」・「協働的思考力」）に分けでルーブリックによってS・A・B・C・D

の５段階で評価したもの。
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2年生　H28からR1までの各思考力（総合）推移
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表３
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協働的思考力

GPS-Academic（Benesse）

GPS-Academic：社会で必要な思考力を3つの思考力（「批判的思考力」・「創造

的思考力」・「協働的思考力」）に分けでルーブリックによってS・A・B・C・D

の５段階で評価したもの。

表１

批判的思考力

創造的思考力
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